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「中編成ワンマン運転の実施について」に関する解明申し入れ（その１） 

 

 

地本は、６月１６日に会社から「中編成ワンマン運転の実施について」の提案を受けまし

た。 

水戸支社管内では、１９９２年３月ダイヤ改正での水郡線への初導入以降、常磐線いわき

～原ノ町間での実施なども経て現在に至っていますが、両線区とも最長２両編成での短編成

ワンマン運転です。また水郡線におけるワンマン運転は、導入時から現在に至るまで、取り

巻く環境の変化に伴い、会社施策であるＳｕｉｃａ導入や車両の置き換え、駅の業務委託化

や無人化など、輸送体系や営業体制を大きく変更させてきました。 

さらには、繰り返す自然災害に対しても輸送体系を維持・変化させながら対応し、導入か

ら２８年が経過した現在も、安全を第一に地方における公共交通機関として使命を果たして

きています。 

今回の提案では、グループ経営ビジョン「変革２０２７」で目指されている生産年齢減少

やライフサイクル等の社会環境の急激な変化、技術革新の進展等に対応し、お客さまが求め

る輸送サービスを提供していくことを目的に、中編成ワンマン運転を水戸線の全列車及び直

通運転する常磐線の友部～勝田間に導入すると示されています。 

この中編成ワンマン運転は、２０２０年３月ダイヤ改正において、ホーム検知装置や運転

室車載モニタシステムを整備したうえで、水戸支社所属のＥ５３１系を使用し東北本線の黒

磯～新白河間で実施されてきました。しかし、これらワンマン運転に伴うシステムが実運転

を行う水戸線では検証すらされていないことが提案の場で明らかになりました。また同時に、

実施時期や要員体制、教育及び訓練内容についても検討・調整中との説明であり、施策の提

案でありながらも詳細が明確になっていないことに驚愕させられました。今回の中編成ワン

マン運転の実施に関しては提案以降、多くの組合員や社員から不安・不満の声が上がってい

ます。 

会社施策が効率化のみを優先し、安全・安定性・快適性・サービスレベルの低下を招くも

のであってはなりません。安全を第一に、水戸線という線区の特情や地域を中心としたお客

さまのご利用状況をふまえ、輸送混乱時における運転取扱いや旅客対応、異常時対応や支援

体制、システムや設備の整備や検証等、様々な課題を解消しなければ、中編成ワンマン運転

の実施を安易に認めることはできません。 



よって、安全の確保を大前提に、中編成ワンマン運転の実施における会社の考え方や対応・

対策を具体的に明らかにし、働く者の健康・ゆとりの確保、労働条件向上・労働環境の構築

とサービス品質の維持・確保を求め、下記のとおり申し入れますので、会社の誠意ある回答

を求めます。 

 

記 

 

１．中編成ワンマン運転の実施を決定した目的と根拠を具体的に明らかにすること。 

 

２．鉄道利用者の安全確保、サービスの提供に対する考え方を具体的に明らかにすること。 

 

３．中編成ワンマン運転実施により、業務が高度化する理由と根拠を具体的に明らかにすること。 

 

４．列車運行における運転士業務と車掌業務について、考え方を具体的に明かにすること。また、

ワンマン運転における運転士業務・車掌業務を具体的に明らかにすること。 

 

５．中編成ワンマン運転における運行上の安全確保について、考え方を具体的に明らかにするこ

と。 

 

６．「お客さまの安全対策」の内容を具体的に明らかにするとともに、安全が確保され維持向上

できるという理由と根拠を明確に示すこと。 

 

７．水戸線全列車（一部常磐線直通を含む）を中編成ワンマン運転の対象とした目的と根拠を具

体的に明らかにすること。 

 

８．中編成ワンマン運転実施に伴い、全対象社員の必要な教育・訓練内容について、具体的に明

らかにすること。 

 

９．水戸線におけるこれまで発生した災害・事故・規制等含む、事象及び実績を具体的に明らか

にすること。また、中編成ワンマン運転における異常時・機器故障対応についての考え方を

具体的に明らかにすること。 

 

 

以  上 


